


リモートセンシングの階層性と対象スケール

グローバル・リモートセンシング

SH：国際機関，研究者

リージョナル・リモートセンシング

SH：行政，研究者

ローカル・リモートセンシング

ドローン・リモートセンシング

いつでも，どこでもモニタリングが可能に！

SH：市民，行政，企業

知的資産
の形成

現場での
実装



ドローン・リモセンでの取り組み

外来水草モニタリング

➡ナガエツルノゲイトウ協働駆除作戦

水稲モニタリング

➡生産者との協働，稲作技術の伝承



ナガエツルノゲイトウ協働駆除作戦

 ステークホルダーの協働による駆除作戦

 NPO, ボランティア, 行政, 大学・・・・



特定外来生物

印旛沼では1990年に確認（支流鹿島川）

→以降，印旛沼ネットワーカーの会が継続調査

流域内で大繁殖➡群落の流出，拡大

治水リスクの上昇

農作業への影響

生物多様性への影響

外来水生植物ナガエツルノゲイトウ

笠井（2001），中村（2010）



印旛沼支流 桑納川 神崎川



・治水リスク（群落の流出）
・群落の拡大

※東邦大地理生態学研究室発表資料に加筆

水田 水田

印旛沼



平成26年2月 低気圧による
洪水で大和田排水機場に漂着
したナガエツルノゲイトウ

いんばぬま情報広場 http://inba-numa.com/



研究的課題 社会的課題

新技術（ドローン・リモセン）

・生物多様性
・生育特性

・農業
・治水

問題, 課題の解決に向けて

問題, 課題の解決へ

駆除
防除方法



研究的課題

 ナガエツルノゲイトウの動態の解明。

ドローン・リモセンの役割

（生長，分布）

社会的課題

 群落の分布・面積の記録

 駆除作業の記録

 結果の記録

 効果の検証



ドローン・リモセンの活用

事前空撮（作業前日）

→ 作業前の群落の記録作業前

作業終了

振り返り

駆除作戦

作業中
事後空撮

→ 作業後の群落の記録

これまでの解析結果

結果の迅速なフィードバック



事前空撮に基づく作業の確認・記録

空撮画像上で対象の群落・場所・面積の確認





青空反省会

研究者

企業

ボランティア・学生・NPO

行政
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駆除を行わなかった場合の面積変化を推定

駆除した面積を追加，
生長させる



問題，課題の解決に向けて
意見交換会（振り返り・次の駆除計画）





農業に関わる様々な課題

農業のICT化

研究的課題

社会的課題

食糧安全保障

農地の保全と多面的機能の増進

生産者の高齢化，後継者不足，技術の伝承

作物の生育量の定量化（LAI, バイオマス計測）

精密農業，環境負荷の軽減

生育特性観測

NEC Agriculture ICT solution 



研究の考え方，進め方

“農業支援”，“技術の伝承”

農地を小労力，低コストで管理

楽に楽しく農業を行うための”楽”農技術

現場で毎週観測

解析結果はすぐにフィードバック・共有

生産者の知識，ノウハウを吸収



実際の農家がドローンを飛ばす！



オルソ空中写真 植生活性度（NDVI）



稲作のプロによる生育調査の指導

農業総合研究所生産者



なにができたのか？

圃場内の高低差の確認

生育むら（生育量）計測

農作業の適期の決定

倒伏予測

食味推定（たんぱく質含有量の推定）

収量予測

圃場の測量（補助金申請）



田中ほか（未発表）

ドローン・リモセンによる稲作支援

農作業にあわせたドローン・リモセンの利活用

オンデマンド・リモートセンシング



埼玉での協働～新規就農者とともに～



埼玉での協働～新規就農者とともに～



埼玉での協働～新規就農者とともに～

http://dronerice.jp/ にて購入可能 5kg 2,400円

http://dronerice.jp/


圃場の利用用途・面積をドローンで計測

多面的機能支払い交付金の申請（印旛沼土地改良区）

地域の共同活動を支援するための交付金
活動内容，土地の用途，面積によって交付単価が決まっている



ドローン・リモセンによる市民との協働

オンデマンド・リモートセンシング

リモセンが，いつでも，どこでも可能

ドローンはフィールドワークのツール

現場に密着したリモセン


